


表　紙　の　説　明

樹木の生長記述言語，ロボット言語，…

一並列処理型計算機言語設計の研究をめぐる話題－

情報科学の研究分野の一つに計算機言語の設計がある。計算機言語で書かれたプロ

グラムは，当然計算機で有限時間内に実行可能でなければならない。計算機言語には，

書かれた服に計算機で処理される逐次処理型のプログラムを書くためのものと，同時

にあちこちの部分が処理される並列処理型のプログラムを書くだめのものがある。逐

次処理型用言語は，FORTRANなどを始めおなじみのものが多い。並列処理型言語

はまだあまり一般に知られるに至っていない。そこで，まず，私共の研究室で設計し

たA－Systemという樹木の生長を記述するための並列処理型言語を紹介しよう。この

言語で書いたプログラムにより，3次元の樹木をある角度から眺めたイメージを生成

し，ここにお目にかける。ある一本の樹木において，枝はあちこちで同時に伸びるの

で，それを記述する言語も並列処理型になる道理である。楓（上左），柳（上右），

竹（下左）．松（下右）の4種を示した。枝は，後から生えるものがすでに生えた枝

の群をできるだけ日陰にしないような角度に生えることのはか，枝分かれが樹木の一

点を何又に起きるか，次の枝分かれまでに枝はどれだけ伸びるか，幹と枝の角度はど

うか，風や日照などの環境の影響はどうか等が，この言語を定義する上での主要な項

目になる。

別の並列処理型言語の例は，ロボット制御用言語がある。ロボットの先端をある軌

跡に添って動かすためには，複数の関節を同時に必要な角度だけ動かさなければなら

ない。また，何台かのロボットを同時に動かして協同作業をするような機能をロボッ

ト制御言語に持たせる必要も出てくる。

このように，並列処理型計算機言語一つを見ても，自然物から人工物まで多様な対

象を相手にすることになる。言語間に共通の要素は何か，最も高度な並列情報処理機

械（失礼！）である人間と最も相性が良くてなおかつあまり利口でない計算機でも能

率の良い処理が可能な形式で言語を定義するにはどのような情報表現形式を考えるべ

きかなど，情報科学研究上の興味は尽きない。

情報科学　国　井　利　泰
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東京大学理学部長に私をお選び頂きましたこ

とに対 し心から感謝いたします。その重責に堪

えられるかどうか,ま ことに心もとないところ

でありますが,幸いに教官,事務官そして技官

各位の温いお力添えを賜わりますことにより,

その任をまっとうさせていただきたくお願い申

しあげます。

今日国立大学に対する臨教審を始めとする関

係諸方面の関心そして圧力の強化は,注 目しな

ければなりません。入学試験制度の見直し,特

に共通一次試験をどう改善するかという議論か

ら,独創性を発揮する人材を育てるにはどうし

たらよいかという問題にいたるまで,大学人特

に理学部に投げ掛けられている問題は多数あり

ます。

教育における水平化政策の結果,多 くの大学

の実力が伯仲 してきた事実は,一面において,

日本の国力を強めることに,大いに役立ったこ

とは疑いありません。一方この水平化のため
,

各大学の持つ特色が薄れたことも明らかな事実

です。「追いつけ」という時代を終わり,「主

導的立場を」というスローガンが,国策として

かかげられるにいたった今日,私は東京大学理

学部がはたして指導者になり得るだろうかとい

う強い疑間をもっております。優秀な教官,職

員を擁する当理学部が世界の中で真に主導権を

にぎれるようになることは,私の悲願とすると

ころです。

学部長 就任 にあた って

有  馬  朗

講座費や面積の不足は目に見えて明らかなこ

とであり, この点で理学部と国立研究所および

附置研究所との格差は大変問題であると思いま

す。学部学生の教育はもとより,理系大学院学

生の教育の大部分に対 して責任を持 っておりま

す理学部の研究・ 教育環境の劣化は,日 々深刻

になって来ています。曰く校費の目減り,技官 ,

事務官そして助手にいたる削減の影響は, この

劣化を加速しています。

このような状況は,世界の中で日本が「主導

的立場」をとるべきであるという国策とは全く

矛盾 しております。一方アメリカ政府は,大計

画例えば大規模合成燃料計画, ウラニユーム燃

料施設等に対する直接大量投資への失敗にこり

て,基礎知識の獲得と人材の養成の必要性を認

識し,大学の研究施設と装置の改善に着手 し始

めました。事実1981年から1985年の間,大学の

基礎研究へのアメリカ政府の投資は,実質的に

約30%伸 びております。私はここでアメリカの

まねをせよと申し'上
げているのではありません

が,大学特に理学部に対する政策について, 日

本政府の一考をうながしたいと思います。

このためには私の力はあまりにも弱いので
,

是非是非皆様の御力を結集 していただきたいと

思います。そして東京大学理学部を国際的に見

て真に一流にしようではありませんか。
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基礎科学と研究の自由を考える

五十を過ぎると小学校や中学時代の友人達に

も多少の時間的余裕ができてきたらしく, クラ

ス会などの呼びかけがよくかかる。そんな時 ,

「大学で化石の研究をしている」と言うと,「趣

味と職業が一致していて幸せだね」とうらやま

しが られる。 しかし,「化石の研究はどんな役

に立つのかね」という質問も出る。化石の研究

が地層の時代決定や対比を通 して地下資源の開

発に大きな役割を果 しているのは周知の通りで

ある。 しかし,私の研究しているのは,あ るグ

ループの生物がどんな過程をたどって進化 して

きたかとか,太古の海で古生物がどんな生活を

営んでいたかといった問題であって,それが解

明されたからといって人類社会に直ちに効用が

出てくるとは思えない。昆虫採集に熱中してい

る子供の知識欲と大 して変りはないかも知れな

い。そこでこのような質問に対 しては無理なこ

じつけをすることは止めて,「真理の探求は究

極的に社会の発展に役立つ」という自分なりの

"理学的信念"を もち出すことにしている。

おそらく基礎科学の研究者の多くは同様に目

先きの効用など考えずに研究を進めていること

であろう。また, このような "直接役に立たな

い学問"を新たに志ざす若者が減っているわけ

でもない。どうゃ ら “学問の効用"と R学
問の

魅力"と は別の問題であるらしい。歴史的に見

れば,当初は社会に何の効用ももたらさなかっ

たささやかな基礎研究が大きな人類社会の発展

(改善とは限 らないかも知れないが)の出発点

となった例が無数にある。また, このような期

速  水 格 (地質学教室)

待があればこそ,大学での研究の自由が保障さ

れてきたのではなかろうか。

ところが,大学紛争と石油シヨック以後,何

かが狂い始めた。国の緊縮財政に伴なう予算・

人員の削減は,我国に限ったことではないにし

ても,研究者にとって堪え難いことである。基

礎科学の研究を進める者にとって更に気になる

のは, "科学の緊急性"が問われるようになっ

てきたことである。確かにガン研究を含む遺伝

子工学,電子工学,地震予知研究,海洋開発の

ように直ちに大きな効用が期待される分野があ

り,国策としてこれらに集中的な投資が行なわ

れる事情は理解できる。 しかし,すべての研究

に “緊急性"が問われ,そ れによって研究の重

要度が推 しはかられ,優先順位が決められるよ

うになっては困るのである。この風潮が進むと

政治が学問に優先 し,実質的に研究の自由が阻

害されることになるからである。どのような研

究が長期的に見て社会に大きな効用をもたらす

かは必ずしも予測できないことであるし,多 く

の基礎科学分野において研究は時勢と関係なく

常に緊急である。

このような状況にあって,小まわりのきく研

究者は時流に乗った研究グループに加わって自

らの基礎研究の費用を得ることもできよう。 し

かし,産学共同などにおょそ無縁なピユーリタ

ンは「武士は食わねど……」で, じっと堪える

他はない。研究の原動力はもちろん物質面より

も研究心にあるが,昨今のように教室予算の50

%近 くが光熱費と維持費に消えてしまうのでは
,
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がまんも限界に近づいていると言わざるをえな

い 。

私の勤務する教室では多くの研究者にとって

フィール ド調査は欠かすことのできない研究の

前提であるが, この 6～ 7年に交通費・宿泊費

は約 2倍になったのに対して旅費の枠は全くの

据置きである。科研費は採択されれば有難いが,

平均して数年に 1回程度であるから長期を要す

る研究はこま切れとなり)交付の時期が遅いの

でフィール ドシーズンに間に合わないことも多

い。最近では教官の研究や学会出席の旅費はお

ろか,学生のフィール ド調査の指導さえ満足に

行えない状況が生じている。

新任早々にこんな泣き言めいた話になって誠

に恐縮である。現在大学がかかえる難問は,入

試,キ ャンパス,学問の現状にそぐわない縦割

70年代初頭の激動の嵐の中,「知識の切り売

りではなく,生 きた学問を」と若さ故の咬呵を

心で切り,意気込んで街に出たつもりが (街 と

云っても,情ないことに役所なのでしたが),

此度,の うのうと大学に立ち戻ることになりま

した。

大学も官庁も一つであり,単なる配置換なの

だから,それ程気負うことはない, という気持

がする半面,やはり,「大学」という思いもあ

り,心がはゃります。更に,何となく昔の想い

が,と をヽよぎり,落ち着かない気分です。好きで

愛憎半ばした昔の女に,図 らずも十年後に再会

りの研究教育体制など多岐にわたっているが,

いつの間にか窮地に追いこまれている零細な基

礎科学分野を今後どのように盛り立てるかにつ

いても抜本的な方策を考える時期に来ている。

幸い理学は以前から最も自由に研究が行なわれ

てきた分野で,困難な状況にあっても研究室の

活気は決 して失われていないように感ずるが ,

我々研究者は研究の自由を享受するだけでなく,

これを守り真に社会に役立つ可能性をもつ創造

を行なう責任があろう。クラス会である旧友が

「目先きの効用を考える研究は民間でもできる。

大学では時勢にとらわれない基礎的な研究をや

ってもらいたい」と言った。「全くその通り。

君は実によく判ってくれているよ」と言って別

れたが,多 くの人に聞いて貰いたい発言であっ

た。

12年 ぶ りに大学に戻ってみると

住 明 正 (地球物理学教室)

したような気分です。それでも, "おんりぃい

えすたでい ′70" と云う論文が出版される様に

なった位で,十年という歳月は,重いものです。

十年一昔とは本当に良く云ったものです。

この十年余の間に,社会も,大学も,そ して

自分自身も大きく変わったはずです。そこで,

今回は,環境も変わり,心が fresh のうちに
,

思いのたけを書いて,ま ずは御挨拶としたいと

思います。

まず最初に思ったことは,「大企業のサラリ

ーマン」から,社員 6人位の「有限会社の部長

に転職したんだなあ」という感じです。毀誉褒
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貶はあるものの,気象庁は,従業員 6千名余 ,

支店 。営業所網を全国に持つ「大企業」ですし,

とに角,業務内容も決まっています。それに比

べて,東大は,規模こそ大きいものの,独立商

店が集まっている商工組合のようなものと云え

ます。古い暖簾を誇る老舗から,最近著るしく

売り上げをのばしている新興のスーパーなどが

寄合ってやっている様な感 じに思えます。各店

毎に,経営状態が異なるものですから,何事も

決まるまでに時間がかかります。

このような環境の違いは,研究室・教室の中

にも表われています。気象庁のような官庁組織

では,そ この構成員は,職務内容は異なっても,

外に対 しては一つの組織の一員であり,思考の

枠組も,価値観 も,一定のものがあります (勿

論, ドロップアウトする人もいることはいます

が)。 気象庁では,嘘とは云え,「 日本の気象

業務を支えていくのだ」という「信念」を持ち

つづけてゆくことは,気象庁という村落共同体

の中では可能です し,「最後の農耕民族」とし

ては,「義理と人情のしがらみ」の中に生きて,

お金を稼いでいくのも,そ れ程,居心地の悪い

ものではありません。それに比べ,「大学は,学

問の府」という「情念」は余りにも大きく〕今

の商工会議所的組織では担いきれないように思

います。一面では,商品経済が浸透 しなが ら,

他方では,基本的には前世紀的な身分社会が残

り,構成員相互の利害も一致せず,なかなかと

奇妙なところの様です。

とに角,十年余の間,社会に出て身につけた

ことは,人間関係を,社会を「商売の視点」か

ら視ることが,一番自然になったことです。そ

れと,やはり「コス ト意識」です。「親方 日の

丸」の官庁にいても,一応身につくのですから,

企業にゆけばもっと身につくことで しよう。勿

論,大学の先生でも,「商売に長けた人」もい

るでしょうし,大学に残っていても, このよう

な視点が身についたかもしれませんが。

二番目の印象は,全 く個人的な事情かもしれ

ませんが,気象庁での「青年将校」の立場から,

「中間管理職」になったと云うことです。気象

庁は,戦争終了後に,外地や,軍から大量の復

員を吸収 したため, この 5年で,全構成員の%

が退職するといういびつな組織で したが,そ の

変わり,我々「団塊の世代」は,ず っと「単純

労働力」であったわけです。その分だけ,気ま

まな「労働者の生活」をしてきたわけで, この

点に関 しては,今の「モラトリアム人間」を非

難することは出来ません。

大学に来ると,一応,責任ある立場なので
,

真面目に取り組んでゆかねばなりません。云い

かえれば,や っと「中年の玄関口」に来たとい

うことで しょう。

二番目の印象は,教育についてです。す ぐに

思ったのは,「授業料が高い」ということです。

アメリカの大気科学研究所の食堂で,ベル研か

ら来ていた人と話 した時,彼が,「アメリカで

は, Ph.Dを とったら給料が ぐっと高くなる。

そうでなければ授業料に見合わない」と云った

時,びっくりしましたが, 日本でも,段々とそ

の状況に近づいているように感 じます。彼はひ

き続いて,「何故に,給料も高くならないのに
,

大学院に進学するのか ?」 と聞いて来ましたの

で,「真理のため,公共の福祉のため」と答え

たら,「共産主義社会ノ」とびっくりしていまし

た。冗談はともかく,大学院教育の矛盾がます

ます進行 しているように思います。アメリカの

様に,職業教育として大学院を位置づけるか

(つ まり, researchと いうbusinessを イ予う

businessmanを 養成する),「大正教養主義に

0)
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みられるような全人教育」を目指すか,「職能

集団としてのギル ドの後継者養成機関」とする

か,何 らかの意志決定が必要の様に思ぃました。

もっとも, このように悩んでいるところは,理

学部ぐらいのものかもしれません。他学部では
,

とっくにカタがついているのかもしれません。

いろいろ書いてきましたが,「組織に属し,

40代を前にしたしがらみ」も結構大変です。権

力をめぐる「出世競争」もそれはそれで大変で

す。とにわけ,「冬の時代」といゎれる最近は
,

企業なり官庁なりの組織でしのいでゆくのも,

しんどい作業です。その意味では,大学の先生

は,一応,独立自営業者で, 自分の意欲と決断

でやってゆける領域が広いという幻想があるだ

け良いように思います。

「たどりついたらいつも土砂降り」―― 僕が

学生時代に好きだった唱の文句です。どこに行

っても,安穏な土地はないというのが実感です。

それでも,十年余,社会に出て生きて来て,た

いがいの事に,「それがなんばのもんや」と云

える様になりました。

大学は,個人商店である以上,「物に動じな

い, 自己の確立したしかも,経営センスのある」

経営者になるべく,努力してゆきたいと思いま

す。

(こ の文章を読まれる人の中には, は
商売"

の言葉に,不真面日と思われる方もあるかもし

れません。学生の頃は,「人間としての実存を

かけて,現代の諸課題と取り組む」等の空虚な

言葉が好きだったのですが,社会に十年も居る

と,(商売"の言葉で物事を語るのが,非常に

自然に思えてきました。悪 しからず。それが,

一つの進歩と思って下さい。)

I料
富 き蒐又 番tWttT料

米

重

業 本郷構内は泥棒天国 といわれ0ヽ ます。いたるところで ‡

‡ 泥棒(盗難)の被害にあっています。あなたのちょっとし  ‡
兼 た注意で被害をくい|められます。             ‡

‡**業**jliljllll業*********業***業』
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《.学 部消息 》

羽 鳥 澤 子

山 本 弘 美

宮 崎 松 蔵

佐 別| 千績子

水 口 寛 二

宮 川 エ ー雄

山 口 清 造

渡 辺 ‐政 ‐雄

野 爛 道 子

今 野 翼―郎

佐久FH5房 子

金 子 久 子

新 井 春 治

菊 地 政 雄

1湯 澤■武 大

足 立  茂

東‐京大1学職員の永年勤続者表彰

昭和60年 3月鋭:日 限り定年退職する下諸職浸‐に

対する総長の価  3月 27日 OЮ 正午=理学

蟻 において″江上学部長から伝達されれ

記

1昭和∞年41月 12日 燿D午後3時|から,神田学士

会朧 おいて,永年勤続者 (本学勤縫 0年).表彰
‐式が行われ,本学部では,下記10名の方が表彰‐き

れた。

記         |

″

:″

生   化

動   物

植1   物
鉱   物

地   質

地1 理

植物1園 0日約

地1物 研

学

選

　

類

・物

質
一
跡

″　　　　　　　　　　　″　　　　　　　　　　　　　　鵬割一　　・″

・数

物

　

一人

鉱

地
・
地

学

理

数

，物

時

『

貯
．

光 一

時

新

統

新

姉

螂

嶋

藤

池

一地

・
‐
岸

一黒

川

　

田

橋

小

伊
・
菊

福

山

↑

立

岸
一
金
・
高

-v-



授教
△

3月 20日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

② 人事異動等報告

13)昭和59年度卒業者決定の件

(4)研究生の入学について

15)研究生の研究期間延長について

⑥ 昭和60年度奨励研究員の受入れにつ

いて

げ)昭和60年度民間等との共同研究につ

いて

18)人事委員会報告

19)会計委員会報告

l101 企画委員会報告

lJ その他

なお,当 日高倉教授,福島教授及び江上教授の

3教授のご退官並びに佐藤 (七郎)助教授及び小

堀助教授の 2助教授のご栄転にあたり,記念撮影

(1号館玄関前)と送別の会 (17時 30分 より,学

士会分館 。赤門脇)が行なわれた。

4月 17日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

12)人事異動等報告

ほ)昭和60年度受託研究員の受入れにつ

いて

(4)昭和60年度民間等との共同研究

15)人事委員会報告

16)会計委員会報告

『
)教務委員会報告

18)企 画委員会報告

0)その他

教授会日程にっいて

5月 15日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

(21 人事異動等報告

8)人事委員会報告

(4)企 画委員会報告

15)昭和60年度専修学校研修員受入につ

いて

物品寄附受入について

理学部外国人学生指導講師の理学部

内公募について

その他

学務関係事務電算処理について

Ｏ

η

-8-



昭和60年 3月 26日 事業者1民名

石 I‖ 雅 雌

/Jh倉 病 之

惑 紆 立 女

章 都 驚 之

三 宅‐佳 寄

吉 澤 庸 一

1海老原‐  門

岡 暉 聡 一

小 林1崚 術

'中
鳴 鷺 澤

中 廠  蒙

次 木 和 男

増 副  彰

山 ~F¬隆 ‐志

渋 香  副

河 茜 津 文

管 源 和 久

申 lllJ裕 遭

村 撻  鵬

渓 野 黍 之

大 庫 直 欄

金 子 みち藤

艦 籠  修

申 島  啓

中■釉 奥 、史

福 林 範 和

益 岡 竜1介

散 宇 群

鱗 闘 薬 芝‐

珈i議 橋 之.

驚 山 義 IIn

長 鳴 素 之

村 田 富 よ

牒i 粛 之

大 澤 細 之

岸 ロ エ 司

篠 容  意

長 岡 勤 私

橿 蒸 義 武

畢 野 萌 踵

村 国1尊 弘

伊 藤 1敏1彦

/JN碁  諄

中 西1知 職

製   正

谷 澤 議 一

岩 崎 元‐‐

人 澤 ― 蔵

木 対 駿 ‐

田 聾 建‐Rll

締 ‐容  宿

坂 藁 嘉、人

堀  蘇 一

森  壽 幸

(銅

大 内  真

昔 ‐願  隆

寺 井 恒 IIF

村 田 奥 幸

(11個り23)

市 lll周 一

乗 団 逢 舅

桑‐原 麟 懇

真 壁  崇

森‐島  総

岬

伊=庭 斉 志

河内容‐惰雄

土 屋 隆‐司

向 野 博 文

物理学科‐

藤 鮮 彰 纂

赦 藤 俊 締

鍮 |1征 三

伊 藤 藁 司

大 欅 一 人

北 り11 尚

麟   睦

錯 本 敏 奥

-9-

せ野寺 彰 lll

人 環 未 釆

欄 田 達 雄

青 木 癖 也

上 回1稜 美

加 藤 昴「史

蒙 回・晴 彦

限 井  浩

五十嵐 暗 肴

‖1東  優

三 木 群刊

北 飼|ひろみ

岡 本 冬 樹

久 世 工 凱

/1N体 馨 一

鈴 木 業 之

縫
・
議

行

士
一
凛

英
一
幸

一画

載

藤

■

藤

木

融

？

亀

佐

宮

瀧

議

彦

之

昌

康

毅

こ

奥

武
．
弘

慶

書

　

雙

導

難

藤̈
・
山

痕

野

澤

打

木

嘉

珈

市

赤

上

漕

漂

鮮



曽 lllI明 彦|

闘 赫 動装

寺 内  衛

申 1回  仁

漏 容.藁 建

騰 尾 泰 樹

富 本 和 久‐

山 醜 自 瓢

来 機 聾 ぬ

蘭 漏  豊

蜘 久■哲 1彦

朦 早t成 間

皇 山 哲 表

藩 国  香

機 岡 秀 僣
|

薄 ボ 罐■郎,

山 元 童 直

著 慮 薄 重‐

高 機 事 絶

築 野  孝

申 ば 機 司

半1場 藤 弘

離 戸 健 舞
.濃 1画 爆 弥

.

山 口 融 子

蓄 脚 蓄 也.

泉‐朧 露 縁

1鮭な木 菫 経

郎
―
也

・太

精

司

敷

表

一

鵞

吏
・
直

　

・・
糞

裕

結

瞳

野
Ｉ
本

畠

□

野

漆
・
凛

山
■
面

高

嫁

中

林
¨
轟

機

贅

撥

竹 鰯踊彗〕

滲

俊

盤

躍

正
一

島

村

汁

藤

本

願

鋤

尚

げ

昌

鬼

非

籐

臨
一

由

餃

新

覇 利 満 襄

素 由  薫

久 爆  塵

芝 地 員 夫

豊 國  信

置 口  昇

磯   警 ,葬 |

大 機 菫 史.

小 報 灘 子.

新 瞳.置 織

島 撻 耀 子

表文螺 榊 …

覆 朦 秀 郎

後 藩 典 囲

¨

上 1臨  識

夫 赫 正 曇

続 磯 rlli典

・  議  捨 躙

西 谷  望

(製 襲 雪 ).

〓

巌

研

信

導

襲

工

信

感

讐
一
下

画

日

渕

植

未

澤

農

馬

91磐)

轟 壌 畿 之

非 上 証 之

大 西 ,樺

欄 雲 一 機

課 制  罰

高 寺 書財

園 申 美 種

鶴    揚

西 村 円 子

増 醒  傷

道 上 曇‐一

三‐宅  薩

内 堀 備 鰍

大 野  歯

驀 原 皓 久‐

小 西  隆

直 橋 :巽榔

合 IIl昌 因

鳥 越 萎 峰

蘇 El暇 彦

増 国1走 摯

=呼
構 範

4ヒ 警 ‐・群‐

石 機 羅デ艶

:大 講 巌 二

膠 L_L  □

金 療 玲‐手

機 濃.奥 之

高 儒 員 己

1日 村 正1即

“

排 泰 皇

態 田  動

松 下  明

■ 関 毅 久

一 卿 ―

誹 圃1 隆

太 脇 鷹 子

加 繭  鼻

久 保 1緒
1治

関 根 理 香

躍 中 国 手‐

上t屋 章 彦

新 義 凛 美

堀 警  斎

羮繍 文 典

山 本 爆 之



毅

菫

畿

之

子

肇

英
■
郭
ｌ
審

駿

籠

井

棚

藤

申

画

邊

松

太

覆

．調

福

震

繊 lll鵬 久

阿 部  寧

櫨々木   津

増 村 建瑯

逓 藤 藤 美

向1後  武

融 りll藤 子

鶴
．

Ｎ

新

』
・
［

場
一
溜

溶

幡

鸞

饗

式

・免

澤

三

生物イL学 醐

農■場 1理 巌

片 平 智 額

議 綺 大 鰤

仁‐科 博 奥

村 機 蜘 成

輛 鰤 物輸

内 山 襲 磁   庁 回  薄

鉛 休 総 子   書 ∫Ⅲ 正 臓

1鋤劉畔雌 詢郭

《翡格)

〔鑢

(■0

(6釣

(4‐ 名}

岩 義  光|:

71h島 和 浩

tll画  機

(1略)

清'水 ‐・
郎 Ч

(7名)i

(舗 27・ 6‐ 名〉

一

喪

欄

哉

人

緋

貴

員

俊

直

饉

子

内

野

攣
一

芦

奎

借

早
ｌ
米

噛

子

戯

啓

島

尾

小

申

木

孝

裏

攻

原

本

旦

松

朽 津‐稲 幸

瓢 調  洋

齢 科 0蟻翡劫

壕 魔1嵩 施   中1村 羮1穂

地学科■微責学,鉱物戦‐

彎 岡 概 之

畑 藤 泰 淮

田|.■ 澤 .入

谷下田 維 之

地酬 翻襲酷翔

/1NI口  南

雫 岡 理 層

角  降.幸  千 葉 正 難

林  奥 子

一　
裁

一
，

明

朦
一　
　
徹
・
満

藤

国

ロ

ロ

瀦

観

甲

野

衛

陸
―
夢

美

聴

一一　
藤

浩

智

藤

梨

脚

越

港

高

量

子

哉

彩

幸

内

申

・大

国

-11-



昭和60年 3月 29日 大学腕修士課纏修1了者氏‐名

網 曽 秀:圏

藤 丼 哲 彦

大 機 健 ■

中  書 藉

野 鳳 正 軒

松 沢 簿 一

喬 木  進

岩 崎 藁 lll

金 子 菖 信

胆 中 康 彦

橋 本  all

自 備  歳

学

宇 辞‐  達

小 J‖ 聯 奥

議 田 敏 人

寺 田  至

兵 雲‐ 恰

朦  蘊 剛

物 理 学

伊 藤 潜 之

撤 上 敬 一

太 田  誠

亀 丼 真刊

/1N泉 讚 綺

斎'懸 義 私‐

濃 容 機 織

直 劉 昌 子

時 崎 扁 志

橋 本 康 自

広 囃 穂 子

機 原 暢 裡

柳 沢  孝

諸 本 戯 司

目 菫 貫 司

大河内 像 夫

装 回1騰,直

戸 顧 信 之

音 自 幹 雄

攀

夫

一
ｉ
彰

望

慎

調

伯
一
為

樫

饉

機
・

情寵 科学

情 寺 ‐昂 也  大 鍮 鐵 高

建 石 由 佳  藩 村 麒

森 下 纂 一   構  増 樺

岡 留  all

細1谷  撃

稲 本 直,恭

0端)

て12峰彗)

隋
開
け
鯰
．豊
い
軸
卜
制
動
太
い
一
裁
獅

井

藤

　

山

特

賦

原

場

　

野

陽

田

本

国

鶴

伊
・
磯

奥

ず

腰

越

・仙

一懺

永

平

町

燿

山

閣

萩 嚢 俊 彦

伊 庭 華 人

4ヽ
1山 難 晃

町 台 懺 哉

/1N釉 樗 司

作 野 弘 和

白 石 費 ニ

働 枇 総 鍮

寺 丼 .章

鋪

"1修
司|

広 沢 ・ 議

機 尾  泰

森 本 卓 表

費 田 底 行

伊 藤 真 之

石 目‐ 浩

大 曹  餃

りll討 静 脚

小 林 撻■郎

清 凛  覆

蘭  朧 文

驀 田 正 人

中 島 職 之

鷲 国  貴

堀 江 奥 覇

松 菱 和 幸

山1 田 宏 :文

来 LL 満

-12-

(157名】



間世目   浩

佐 1藤 伸 明

森 沢 勝 郎

庄 司|‐速 人

勝間田 明 男

寅 丸.敦 .志

橋 =本 遺 ll■

川 合   清

坪 弄 畠 人

渡 都 潤|一

芦 谷 公 稔

Fl l倉   1昭

中 込  縁

堀1 尚 子

天 文 学 : :

イヽ .林 秀 行

中 り|1貴 雄‐
シリスムブーンラープ・

ピランヾゥト

地 球物1理 学
:

五十嵐 丈 二

本 付 隆 之

中 西i幹 郎

米 野 みどり

実

吾

」

秀

真

〓」

松

．浴

「　
小

仲

夫

工

・明

家

和

安

能

学

田

．玉

一口

太

児

橋
・
宋

(111乙 )

1阿波賀 邦 夫

小 澤 茅 樹

大 林 千 識

栗 原 和 夫

鈴 木 睦 三

塚 原 次 郎

富 森 浩 二‐

宮 地 克 lln

守 山 和 宏

横1山‐Tll 彦:

化     婆声

上 坂 友 純

小 賞 散 子

片 山 泰 之

齋 藤  1警
田 崎 真 司

都 築 竜 ニ

中 ♯ 俊 一

森 川 敏 潤

湯 澤 洋二郎

米 元 勝 己

(1略 )

海 野 雅 史  .|
岡 田 尚 子 '■

上 岡  晃

下 口 昌 克

高1井 正 樹

鳥 羽  誠  rJ
蘭 庭 直 美  `
森 団 俊 存  ギ

曲 良  毅,'|

(3銘)

岩 澤 律 夫 ・ |

大 島   潔   .
佐 藤 真 輔

.

武 藤  裕 t i

(16名 )

高 木   昭   、

廣 中 親 子

和

一
一　
已

・修
・
彦

一
一　
〓
一
・之

己

伸

介
一
智

裕

　

潜

繊

樹

・雅

・嘉

谷

聞

本

林

早

築

一日

藤

田

村

荒

尾
一
岡
．
小

染

・都

豊

武

山
一
吉

井 ,1は 凛6

岩 根  理

岡 本  仁

flll波 憲太郎

大 岩 莉 弘

竹
‐
居 光太郎|

米 村 童 信

.石 川 雅 敏

殖 月 太 一

長 口 稜 哉

滝 沢 敏 雄

生物・化学

石 川 雅 之

遠 藤 聡 史

」ヽ 林 久 ‐勇

堀 江 信 之

桜 井 武 司

成 瀬  清

動 物 学

末 松 直 也

林  謙‐介

-13-
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.・lE…物 '学 `f
安 部 峻 彦   大 西 浩 平   lll岸 都 銀   下河療 浩 金

杉 山 宗 隆   鏑 本 康|・ 弘   1竹・ 重■=■彦   申 昆:麟 典

編 諄 覇 衛   朴  議 睦

ム 期 学

石 鶏 〒翼黒  内 田 亮 子 (2絆

・● 地‐買 事

蘭 本 和 彦   脊 山 智 濃   太 塚 文 畿  枷 藤  隆

塩〕回 哲 也  高 山 邦 明   本 工 議 治  松 闘 博 豊

山 北  聡       ・    ・ .‐          〔O①

建略 )

⑬

1鐵 勁 学

震 井 孝 弘  獲 辺 秀 醜  . (21勧

地 理 学

巖 田 慮 人   薦 曲 将■志    r  ・           (2望 勧

・
Ⅲ繭 暮憎

大 島 佳 子   千 葉  徹|,級 塚 結1未   石 井 爵 ‐

令 村 保 忠   越 讐 情 曜' 大 ЛI細1店  i沐 村  事

木 下 .幹 夫  小長番 一 之  ―小 蘇  徹   /1X鵜 幸 芙‐

動 田 裕 凛  ,i園 池‐公 毅  則 尻 鑽 之  懸  真艦人|

部 蒼 康 拠  羞 前 輝 壼‐ 友 澤 蒸 喜   新 摩 園 窯

長割 1 浩   廣‐野 喜 華  増 機 邦 藤   幡 1目  睡   .
南  糞 崚      '          (2圃

科学轟a利嘩暮礎論

小 1機 美 彦  濃 戸 ‐ 未 _ (2桑い

0輸馳 勧
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理 学 博 士 の 学 位 授 与 者

〔昭和 59年 12月 17日 付 (4名 )〕

専門課程      氏   名           論  文  題  目

論 文 博 士    山 口 栄 一    Iiデ
霙

および InP界面の量子状態と電子輸送に関す
る

伺       佐 藤 春 夫    i4耗畳慇蒙蜜2蛎婆舗鰊世岬―ランダ

同       Robert J.     フ
毛轟員単窮番剪

およびルソン島の新生代後期岩石の
McCabe          古

同       栗 田   敬    岩石の破壊過程におけるダイラタンシーの研究

〔昭和 60年 1月 2:日 付 (3名 )〕

地‐  質  学    清 水 正 明    磁鉄鉱系及びチタン鉄鉱系花同岩類より構成される徳
和パソリスの地質学的,地球化学的研究

論 文 博 士    河 添   健    半単純 リー群上のアトミック・ハーディ空間

同       住   明 正    北半球冬季モンスーン循環の研究

〔昭和 60年 2月 25日 付 (i4名 )〕

論 文 博 士    金 沢 光 隆    △ (1232)共 鳴領域における軽核での (r,p)反応お
よび (r, pn),(r,pp)反 応の研究

同       古 屋 逸 夫    埋込式体積歪計の特性と地震学への応用

同       大 橋 国 雄    反跳 トリチウムと芳香族化合物の反応

同       杉 本 伸 夫    レーザー分光法にょる青色領域におけるN02の研究

:       f I I tt    I,IIt説塁ふ六覇鰤孔実験的研究   ・
物  理  学    山 内 正 則

    翠畠臨

~消
滅反応における光子と中性パィ

論 文 博 士    山 口 和 紀    構造及び操作のデータ・ベース理論

同       藤 井 一 宏    超音波
燿言傍欝製

定による液体
4He中 の 3He準

粒子
間相互イ

同       真 島 秀 行    不確定特異点を持つ積分可能接続の漸近解析

同       岡 本   久    完全流
婁是昆

由境界問題の数学的研究―― 自由表面の
分岐と:

同       本 川 達 雄    棘皮動物における緊張性結合組織の研究

物  理  学    有 坂 勝 史    核子崩壊の実験的探索
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専門課程

物  理

論 文 博 士

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

地 球 物 理

植  物

長谷川 哲 夫

高 橋 冨士信

飯 野 正 昭

橋
　
鍵

氏  名    論 文 題 目

延 与 秀 人    多重粒子のダイナミクスおよび高励起核物質の生成

〔昭和 60年 3月 18日 付 (18名 )〕

中

大

西

西

中

仕  元    単細胞緑藻クラミドモナスにおけるカーポニックアン
ヒドラーゼの誘導および植物カーポニックアンヒドラ
ーゼの多様性にっいて

村 雄 行    分子動力学法によるケイ酸塩結晶構造のシミュレーシ
ョ ン

本 和 雄    色素と半導体を用いた光触媒反応の研究

山 恒 臣
    沓曽寒菰纏警みを実ごぁ象酪差菫8尋履型醤事2需発

原 弘 雄    累積膜の手法による機能性両親媒分子の配列制御

塚 一 志    伊豆諸島周辺域における海況に関する研究

田 英 男    黒潮蛇行の記述及び黒潮続流のエネルギー収支

垣 功 一    変性ゲル電気泳動法等によるDNA高次構造の解析

村 澄 夫
   亀璽彩護信畠苧Σ繊絡農遷震薄ルギ

esiclesと 種々の細

藤   潔    ソラマメ孔辺細胞プロトプラス トの体積調節

元 重 則    区間写像の周期点の分岐

岡   岡1    細胞成長の調節におけるペクチンの役割についての研
究

オリオンKL天体周辺の星間ガス

結 辟 欝 帰 鑑 艦 筋 ]｀ ¨ 齢 舗 孵

液体
3 Heお よび 4Heの

表面張力に関する実験的研
究

中 原 晴 彦
    線睡

された「自然さ」を持つゲージ理論とカイラル対

轡 田 邦 夫    西部北太平洋における海上風の応力の時空間変動

秋 山   忍    日本産ハギ属ヤマハギ節 (マ メ科)の分類学的研究

朝 田

徳 山

〔昭和60年 3月 29日 付 (87名 )〕

衛    代数体の最大アーベル拡大体の不分岐ガロア拡大につ
いて

χ群肝
図形を用い

夕
Combinatoricsに よる群の表現

葉層輪体の自己交叉と横断オイラー数

後
　
松
　
山

学
　
学

数

同

学

三 松 佳 彦
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情
　
物

専門課程

報 科 学

理  学

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

氏   名

清 水 謙太郎

小笠原 宗 博

赤 井 和 憲

石 田 勝 彦

伊 藤 正 行

太 田 滋 生

岡 田 安 弘

片 山 伸 彦

河 合 誠 之

論 文 題 目

高性能計算機アーキテクチャの研究

レーザー生成プラズマによるカスプ型磁気容器の研究

宇宙空間における電子 ビームとプラズマ相互作用実験

羞藉
型とトランス型ポリアセチレン中の ミユオンスピン

稀釈反強磁性体における核磁気緩和の磁気的稀釈効果

核子のカイラル対称なソリトン・バッグ模型

Kaluza一 K lein型宇宙論

喜陽季会留湯詔晃
20-37 GeV/C領 域での重陽子

"てんま"に よるラピッドバースター (MXB 1730-
335)の X線観測

重力の逆二乗法則の実験的検証

グラファイ ト層間化合物の軌道帯磁率

景簑籠倉彿菱
及び光電子分光による遷移金属化合物の電

1次元系における電子相関と電子格子相互作用の競合

1次元過渡的カオスのフラクタルな性質

憂譲詔 ″写イ語B祈勇
/C領域におけるpP→ π tt π

~

核子一核の弾性,非弾性散乱の首尾一貫 した微視的記述

言2子「委おう屁駕Re単害軍言主眼
電子消滅反応にお

筋肉の細いフィラメントの構造解析

Lix Ta S2(0く X<1)の 電気的性質

有限温度の非閉じ込め相への相転移

スピン共鳴と再偏極によるアルカリハライド中の ミユオ
ン及び ミユオニウム状態の研究

非一様電子ガスの非局所密度汎関数理論

K十→ μtt ν崩壊を用いた右巻きカレントの探索

電子線散漫散乱によるFe3 04の研究

16重極の自由度 と相互作用するボソン膜型

シユ ミット望遠鏡による銀河団の測光

珍9ウ

'彗

譜9グス孝だ種暑
分光計により観測された太

オリオンKLに おける星間分子の励起の研究
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黒 田

斉 藤

坂 本

滝 本

武 末

谷 森

全

峠

富 岡

野津山

服 部

両 角

山 下

山 中

湯 本

吉 永

山 縣

秋 田

和 明

理一郎

浩 一

一
　

一
一　
達

淳

真

卓  樹

暢 一

明 宏

泰 幸

哲 弥

祐 一

一 郎

卓

誠 司

尚 孝

朋 彦

亨

0

学

同

同

同

同

文

同

天

同 大 石 雅 寿



専門課程

文

同

地 球 物 理

同

同

化

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

生 物 化 学

同

同

同

中 井 直

遠 藤

小 河 正

橋 田 俊

高 木

赤 木

秋 山 隆 彦

名氏 論 文 題 目

ミラ型変光星に対するSiOメ ーザ線の探索と統計的
研究

銀河M82に おける分子ガスの構造と運動

中部日本における重力潮汐の地域的変化に関する観測
的研究

リソスフェア直下の熱境界層の力学

震度データからもとめた日本列島下の二次元減衰構造

モデル化合物 "チ ューリップ・ ガーデンボルフィリン"

の配位立体化学の研究

海水中の微量元素に関する分析化学的並びに地球化学
的研究

有機硫黄化合物,有機 リン化合物の特性を活かした新
しい合成反応の開発

シンジュの苦味成分の研究

日本における天然ガスの化学組成および同位体組成に
関する研究

赤外多光子解離による同位体選択的光化学反応

DMt TSF錯体とHMT TeF錯 体の物性と構造

レーザー励起蛍光法によるハロゲンニ原子分子の前期
解離の研究

含窒素橋かけ複素環化合物及びシリコンポロノフスキ
ー反応に関する研究

希ガスプラズマの物理的ならびに分光化学的特性に関
する基礎的研究

晨急進I各暑こ((塑慮否夢う多茅桑唇義経雰否莫
合成

高分解分光と気体電子線回折による分子構造と分子内
ポテンシャルの研究

大気中のハロカーボン類とメタンの精密分析と挙動に
関する研究

ビス (ト リフルオロメタンスルホン酸)ス ズ(Ⅱ)を用い
る新 しいアル ドール型反応およびマイケル型反応の研
究

ヒー ト・ ショックで誘導される低分子 RNAに 関する
研究

無 1軍砂ウ偲糧農菅義韮慮轟孫
ホカインの研究 :リ ン

コリシンElレ ブリコンの in vivoに おけるDNA複
製開始の分子機構に関する研究

マウス牌 リンパ球膜結合性ホスホリパーゼCの研究

衝

正
　
猛

世通学

学

基
　
彦
　
繁学

己
　
子

正
　
明

橋
　
部

石
　
卜

加 藤

菊 地

北 村

修 司

耕 一

守

時 任 宣 博

長谷川 哲 也

三 輪 哲 生

山 本

横 畑 彰 人

ロドニーウイリアム
スティーブンス

河 田 行 弘

浅 田   誠

井 上 直 樹

神 坂   泰
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専門課程      氏   名          論  文  題  目

生 物 化 学    泰 地 睦 夫
   発r`ヾ

ク質の生合成過程におけるアミノアシル tRNA
ペゞプチジル tRNAの 3′ 異性体特異性

同       細 谷 浩 史   棘皮動物卵細胞の actin重 合調節蛋白質

同       菅 野 純 子   大腸菌における緊縮調節機構に関する研究

同       南   康 文   チュープリンとニューロフィラメントの相互作用

同       宮 尾 光 恵
   奎會薯

酸素発生複合体の解体と再構成 ;3種類の表在性
貢の機能の研究

同       森 島 信 裕   細菌型脂肪酸合成酵素の分子構築

動  物  学    三 谷 啓 志   魚類培養細胞の放射線感受性とDNA修 復の研究

同       志 賀   隆
   轟範軍

ス性行動に関与する終脳腹側野と視東前野の神経
学的研究

同       島 田 義 也   メダカ始原生殖細胞の電離放射線感受性の特徴

同       村 上 柳太郎   ラット陰茎骨の発生

植  物  学     シャ
χぅで     彗 :Lヨ

タケの子実体形成の制御における不和性因子の役

関する遺伝生化学的研究

同       相 澤 克 則   Dttaliena terti。 lectaの光合成における炭酸脱水酵素
害1

同       網 野 真 一
   ぁス

ニチソウ同調培養の細胞周期における細胞壁多糖類
謝変動

同       小 関 良 宏
   i箭

ジン培養細胞におけるアントシアニン合成系の発現

御

同       谷 本 弘 一   M ini一 Fプラス ミドの複製に関する遺伝学的研究

同       寺 島 一 郎   個葉光合成系の生態生理解剖学的研究

同       本 間 道 夫
   菱

ルモネラ菌べん毛のフック付随タンパク質に関する研

地  質  学    小屋口 岡1 博   苦鉄質とマグマと珪長質マグマの混合機構 :二段階のマ

  Oグマ混合モデル

同       高 田   亮   設楽地方,中新世火成複合岩体の地下構造

同       佳  桂  林   韓国産現世海生介形虫

同       早 川 由紀夫   十和田火山の火砕地質学的研究

同       藤 本 光一郎
   朱型t背記署参獣警智菖窪贄杢

変質作用 ―一 流体相を媒

鉱  物  学    高 畑   努   パイロスマライト族鉱物の結晶構造と化学組成

地  理  学    松 原   宏   民間デベロッパーの都市開発と大都市形成

相 関 理 化 学    加 藤   裕   ポリエチレン結晶における高圧相の出現について

同       岩 佐 冬 樹
   摯詈

動物の卵・精子におけるカルモジュリンの機能に関
研究
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諭  攻  燿  目

1躙 稲 燿理事
マイ熱 彗幸鉗圏跡躍畔馴成躍翻諮湯

同 .,  金 非 保 之   :M■7605m・ N口,Ll,C垣|)|の囀齢艶権療卸陽

同      桜.部   カ
ー
   鮨 魃 薇 鷲めらがき嚇

同  軸 脚
 蒻

嘲 シネココツカスは 鰤 lM雌

同  鸞 襴
 1黎 ツ孝け インガニ方猾 靱 麟 鏑

扁     難 澱  藤   1躙 る.テ
=驀:ジネココンれ系の動鈍薩野

同   三 戸 章 答  ´
鋏

よびc軸iCIの話非シーザ■建用いた

人 事 異 動

1繭 ‐助■
tl

所属   富
‐
験   機  名‐  斃や年月日 異動向蓉   燻     考

動 物 教  蜃1 極 上 .侵 雄  睡 a]1.僧暉墨富  1山口大教醤

‐
釉 ポ

花1学  識「 滋 朽 濠 鮮 二   砕   ″  諮難妻m‐ 皿 迪1まで ,・

昴  教  撻  小 回  高   .″    澱
   壇暴鐸野響響

職藤療農

物‐理  教  授  口 申 靖 郎   .″     認
   憲譲

j:爾
勿姿

撃

″  教 羅 高 襴 和 夫  ″  ″   ・ ″

断  畿  晨 画 村  朧   膠  ″    ″

″  教 醤 清 水 幹 夫  ″  ″   ″

蜘 物  1毅   櫂  伊 藤 富 鰹    ″    ″        グ

″  教  授 大 聯 庭 蔵  ″  ″:  ♂

″  教 授 画 国 滞 弘  力  `  ″

中間子 機  慢  遊 藤  博,  v    ″
  費言慶/孵剪≦鷲師攀研究量

専門課轟      氏  名

欄 薗‐理‐訛.撃   西 コ 生
:郎

:

蒸 文‐ 議  艤: 締 蒼‐達 麟   ″    ″

'‐黎 教  授 相'島  直   ″   ″

働 理
・

藪  腱  有■轟 朗 人  |∝L41 併  〔
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所属

素粒子

植 物

化 学

官 職

教   授

天 文  教   授

地物研  教   授

数 学  助 教 授

植 物  助 教 授

地 理  助 教 授

地 質  助 教 授

地 物  助 教 授

植 物  助 教 授

鉱 物  助 教 授

″   助 教 授

物 理  助 教 授

″   助 教 授

″   助 教 授

地 物  助 教 授

中間子  助 教 授

授

授

授

教

教

教

氏   名

荒 船 次 郎

長 島 順 清

飯 野 徹 雄

黒 田 晴 雄

尾 崎 洋 二

國 分   征

飯 高   茂

佐 藤 七 郎

ノ
lヽ 堀   巌

歌 田   賞

住   明 正

高 橋 正 征

田賀井 篤 平

堀 内 弘 之

河 島 信 樹

小川原 嘉 明

松 岡   勝

中 村 良 治

早 野 龍 五

発令年月 日

60. 4  1

60.  4. 2

60. 4 16

60. 3 31

60. 4. 1

異動内容

併  任

配 置 換

転  任

配 置 換

昇  任

60.4.16 昇

60. 3.31

60  4. 1

-21-

備    考

本務 :東大宇宙研教授
61.3.31ま で

本務 :阪大理学部教授
613.31ま で

東京大学遺伝子実験施設長
623.31ま で

附属分光化学センター長
624.1ま で

助教授から

学習院大教授

奈良教育大教授

二重大教授

総合研究資料館助教授

気象庁から

筑波大助教授から

講師から

阪大助手から

本務 :宇科研助教授
61.3.31ま で

本務 :高工研助教授
61.331ま で

本務 :東大宇宙線研助教授
61.3.31ま で

講自雨から

理化学研究所

理科大講師

教養学部助教授

工技院地質調査所へ

職

任

辞
　
昇

併

素粒子

動 物

(助 手)

情 報

化  ||

数 学

地 質

彦
　
博

史
　
英

崎
　
田

音同
　
須

授
　
授

教
　
教

助
　
助

″

″

〃

″

　

〃

〃

″

〃

″

″

　

″

″

辞

昇
　
転

手

手

手

手

手

助

助

助

助

助

助 教 授  嶋 田 拓

鈴 木 正 幸

山 口 不日 糸己

山 村 剛 士

坪 井   俊

浦 辺 徹 郎

職

任
　
任



岬 日 異動1内容   傭

ω14.1 転  離  気象庁べ

機   舞‐ 壻

が         カ

″

//

1″

′

地 置  動  手 腫 部1芽 夫   ″   ′

物 理  動  手 千 葉 幅 成16■ 5‐13昇,任 高ェ鮨 耀

織 動

物 理  事 務 官  上 原  功  6aま ―謝 辞  職

種 物  事,務 官  1山 田 理 寺  60,.&4 1採  翼

駒 欅  僕  電  腫 樫 宏 求  0∝ 3116  ψ

蒻 画  機  官  松 時  蕎  6住 乱24‐ 死  t‐
‐     .

物 磯  糧  官  訳 Ll富
= 'm.a31.:建卿 |

″  撃  官  書 111 11E雄    ″    ‐″

″   枝  管  ‐山I III 藉 ‐遣   鷲    カ

所属   富 戦   氏  名

地 物  動1  手  韓 村   一

″  効  手 遣 田 棚 J

檀物鮮 助  手  山 本
.護

人:

物 理  動1 季 爵 藤 錦詢

情 報 助‐ 手 議 代 一 成

″  勤  手 古 顧 宣 章

絶 賛  動1  手  1藤 本 尭■蔀‐

数 学  助
1 

手  寺 副   雲

″  助  手 碧 時 尭 Ell

″  載
‐ 手  古 騨 幹 1雄

値 勲  恨  富
‐

昴  憂 子

事 務  撥   官  1山1本 弘 壌

靱  様  _奮  星 韓  態

漕菫観m ‐技     機 澤.武 夫

事 審  図 書掛機  羽 鳥‐議 手

翁 物  事務菫郡  金 子 久‐.子

数 学  事 務 官  佐 ,I耐 千桂子

生 批 壕 務 奮 野 口 道 子

動 物  哉 鯛 員  今 ‐野 1輿Ⅷ

地 1褒  .用 藩 員:菊 蠅 政 議

施 賓  月 薔 員  新 井 春 船

物 薩 鳳 謗 員‐ 機 辺 政 農

考
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″  学 務 主 任

″  司 計 掛 長

″  用 度 掛 長

″  庶 務 掛 長

″  図 書 掛 長

数 学  事 務 官

物 理  事 務 主 任

″  事 務 主 任

事 務  人事掛主任

″   庶務掛主任

化 学  事務室主任

氏   名

宮 崎 松 蔵

畑 山 治 雄

今 井   勲

石 渡 丈 夫

渡 邊 隆 之

村 山   悟

内 田 千代美

中 村 昭 彦

大 塚 茂 己

小野寺 真希子

小 貫 雅 彦

朝 野 英 彦

高 野   稔

石 渡 昭 男

三 浦 俊 暁

廣 重 武 文

菊 池 敏 明

大 塚 幸 男

戸 張 喜 之

田 中 満 嘉

渡 邊 隆 夫

松 原 喜 彦

橋 本 勝 真

吉 田 純 子

林   厚 美

下 野   茂

三 村 和 雄

渡 部 健 一

鎌 滝 道 子

平 尾 宣 子

所属

事 務

物 理

化 学

植物園

物 理

官 職

用 務 員

事 務 官

技   官

発令年月 日

60. 3.31

60. 4. 1

異動内容

定年退職

辞  職

61.3.31ま で
勤務延長

配 置 換

採  用

配 置 換

昇  任

配 置 換

配 置 換

考

物
　
務
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″

″

　

　

″

″

″

″

動

事

〃

〃

″

〃
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″

″

〃
　
　
　
　
″

″

　

　

　

″

　

　

　

″海
　
務

″　　　　″

臨

事

″

″

″

″

官

官

官

官

官

官

技

技

技

技

技

技

事務部ヘ

海洋研事務部長

尋霧辱広報企画課長補佐

経理部主計課監査第 1掛長

物性研総務課庶務掛長

生研総務課厚生掛長

大型計算機センター事務長
から

薬学部学務主任から

司計掛長から

海洋研,大槌臨海センター
事務主任から

医科研管理課人事掛長から

杏貢余諺
センター共同利用

人事掛から

医学部用度掛長へ

医学部管理掛長から

人事掛=般職員から

地理学教室一般職員から

化学教室一般職員から

技   官

事 務 官

事 務 官

事 務 官

事 務 長

学 務 主 任

司 計 掛 長

庶 務 掛 長

事務室主任

事 務 長

昇

〃

″

″

″

任

〃

転

〃
　
　
　
　
″

〃

″

″

″

″

″
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「

~7‐

所属   営 職   氏 メ:|、 婆i:=」 1勢幹海現目,異動内1容   備    考

1鉱 物  事務聟 ‐ 長谷,11 エイ子  3o1411・ 昇  督  化学数室 ■般戦員から

1臨 海  事務室主任  小 牧 1総江子    ″     ″   臨海‐般職員‐から

鍛 m‐
事務事主篠 栞 爛 久た子 :″

  1  
日晃分園 二

い
から

天 文  技  官  櫻:非.敬 子. 6o.ュ ー1 採‐ 用

物 理  事 務 官  真 軒 格 子  6α ュ15辞  職    _

海外渡航者 (0ケ 月以上)  ,

研扇  富職  民   名   蹴 回   1渡航期F・5'.  : 渡 航 目1 的

素粒子 助 手 武 由 広
.ス ィ ス

が 撰 1去 13肇麟 響
鮮 '嚇 衝突

毎 月 1日‐li   l

「省エネルギーJ

の 日 で す
=

一 繁
一



外 国人客員研 究員報 告

所 属  暴
け入

響   国籍   氏  名    現    職    研究期間  備  考

数 学 塩田助教授 アメリカ Da宙dR.  プリンス トン大学  60.5.1 」SPS
合 衆 国 M orrison   助教授         7

60. 6  1

物 理 山 崎 教 授 カナダ連 ceOrge T,  クィーンズ大学   60.6 1 JSPS
合 王 国 Ewan    教授          2

61. 5 31

中間子 永嶺助教授
番響 畠 金:曳隅

yS,サ イモンフレーザー 60'3」 SPS
大学教授        7

60.12.31

物理 Jヽ 柴教授
番響畠 B蟹∬

le w. 
襲こイ

ルバニア大学 60 1.1 
ズ単

シルバニア
60. 6.30

人 類 尾 本 教 授
 巣典耗昌 3[lI:     

ボン大学人類遺伝学  60.4 1  DAAD(ド イツ
教室 研究員      :   政府交換留学生

60 7.31 会)

情 報 後 藤 教 授 シンガポ 慮 家 福   シンガポール大学理 60.4 1 更新
―  ル         学部計算機科学科    7

助手        61.3.31

数 学 塩田助教授
 番響 占  :∬Fr    

シヵゴ大学教授    60.6.l JSPS
t

60. 7. 7

生 化 岡 田 教 授
 奥霧合昌 

李 昌 尊
   塵塁塁易撃屏舅所   0・

'・

1 中国政府

ポリオウイルス研究 61.4.30
部副主任

数 学 岩 堀 教 授 ビ
ンガ

ガ k:器i Yu   主姦峯語

~ル大学   60.子.1 
笛

前国際友好財

60.12.31

物 理 有 馬 教 授 カ ナ ダ Donald    カナダマクマスター 60.9.1 カナダ自然科学
Whitfield   大学 研究員      `   研究会議
Sprung                       61. 3. 1

中間子
 安濯肇鷺抒 巣典給醤 妻:鮮

S    
勇岳占株轟憂乖

核研 60.: 1 」SPS
研究員       61.5.31

―- 25 -



教 室主任・ 施設 長等名簿

(昭 60.4.1現在 )

教室・ 施設名等
教 室 主 任・

施設長等氏名
電 話 番 号 備 考

数 学 教 室 服 部 品 夫 4046

情 報 科 学 教 室 米 田 信 夫 4115

物 理 学 教 室 宮 澤 弘 成 4133

天 文 学 教 室 堀   源一郎 4257

地 球 物 理 学 教 室 小 島   稔 4300

学 教 室 富 永   健 4346

生 物 化 学 教 室 酒 井 彦 一 4396

動 物 学 教 室 上 田 一 夫 4436

植 物 学 教 室 飯 野 徹 雄 4465

人 類 学 教 室 埴 原 和 郎 4485

地 質 学 教 室 速 水   格 4518

鉱 物 学 教 室 武 田   弘 4543

地 理 学 教 室 阪 口   豊 4571

臨 海 実 験 所 木 下 清一郎 (0468)81-4105～ 7

植 物 園 岩 槻 邦 男 814-0138～ 9

地 球 物 理 研 究 施 設 小 日   高 4590

分 光 化 学 セ ン タ ー 黒 田 晴 雄 4331

中間子 科学 実 験 施設 山 崎 敏 光 4233

地 殻 化 学 実 験 施 設 飯 山 敏 道 4514

素粒子物理国際センター ノ
lヽ 柴 昌 俊 4231

遺 伝 子 実 験 施 設 飯 野 徹 雄 4465

学 部 長 有 馬 朗 人 4000

評 議 員 飯 山 敏 道 4514

評 議 員 朽 津 耕 三 4334

事 務 長 戸 張 喜 之 4001

事務長補佐 (総務担当) 神 戸 和 雄 4002

事務長補佐 (経理担当) 福 井 保 男 4004

庶 務 主 任 蓮 見 公 一 4006

学 務 任主 田 中 満 喜 4003

一- 26-



編 集  後  記

今年度から廣報の発行を年4口 |‐とし 6月‐,'月Ⅲ12月 ,31月 に発行いたし

ます。前号に掲載された橿島直発生あ思い出話によります.と,1廣報は十数年前
‐

の鰤 際に生まれ 当初は月‐21回発行されて学部内外の構報交換に重要な役

割を果たしたようです。現潅,その.よ うな必要はありませんが・‐廣報が理学部

内の1風通tを良くするために少しでも役に立てばと―思t‐ まヽす。  (松野)

1編彰基:

佐1佐木

口賀井

高 橋

‐矢 1崎

PA■ 野

行 美

篤 平

正 征

紘 一

太 郎

(化学)

(鉢物)

1籠物)

(物理)

(地物)

413‐ 59

4544
4474
4123
4294




